
企業主導型保育事業における午睡時抜き打ち調査の状況について
（令和２年度結果）

○午睡時調査の実施施設（実施施設662施設 うちリモート（オフサイト）監査662施設）

○ 公益財団法人児童育成協会において、企業主導型保育施設における乳幼児の安全確保の観点から、
午睡時の職員配置状況や施設における午睡状況等の確認及び必要な指導を実施する。

目的

実施状況

新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため、施設への抜き打ちによる訪問が困難な状況となった
ことから、立入調査の一環として、施設から午睡時の動画を提出させ、リモートにより午睡時の状況
を確認した。

〇対象施設
０歳児・１歳児の利用児童数が３人以上の全施設、保育士比率が100％未満の全施設

令和２年度

午睡時調査実施施設
うち文書指導を行った施設

662施設 20施設（3.0%）

※口頭指導を行った施設数 58施設（8.8％）
※実施状況については、企業主導型保育事業ポータルサイト上で公表
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主な文書指摘事項

文書指摘事項 件数 割合

・午睡時のブレスチェック表を適切に行っていない。 16 2.4%

・ブレスチェックが0歳児5分間隔、1歳児10分間隔、2歳児以上15分間隔で行
われていない。

3 0.5%

・午睡時の利用児童同士の間隔が十分に確保されていない。 1 0.2%

※実施施設662施設 うちリモート（オフサイト）監査662施設
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